
「雨水浸透阻害行為の許可申請の手引」（案）の概要 

 

千葉県県土整備部河川整備課 

 

１ 趣旨 

  特定都市河川浸水被害対策法に基づく特定都市河川等の指定により、流域

内で行われる雨水浸透阻害行為（面積 1,000m2 以上）に対して、知事の許可が

必要になり、雨水貯留浸透施設の設置が義務付けられます。 

  雨水浸透阻害行為の許可にあたって、必要となる手続き等についてとりま

とめた許可申請の手引を策定します。 

２ 内容 

  手引の主な内容は以下のとおりとします。 

（１）はじめに 

   「流域治水」や特定都市河川の指定、雨水浸透阻害行為の許可制度につい

ての概要を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）雨水浸透阻害行為の許可申請の流れ 

   雨水浸透阻害行為の許可申請の 

フローと提出が必要となる書類の 

一覧を示します。 
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（３）①事前相談 について 

   開発等が雨水浸透阻害行為の該当の有無や特定都市河川流域の確認方法、

事前相談で必要となる内容、様式等を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（４）②許可申請 について 

   ①事前相談に 

おいて、許可申請が 

必要と判断された 

場合に、許可申請 

で必要となる内容、 

書式や対策工事の 

規模の算定の例示 

等を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）③工事～完了までの届出等 について 

  許可された工事の 

実施から完了までに 

必要となる内容など 

を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）その他 

  様式等のダウンロード方法や各種連絡先を示します。 

工事の実施

工事の完了

工事完了検査

雨水浸透貯留施設の
標識設置

・工事に着手する場合
【申請者】工事着手届出書（様式-10）
・工事を廃止・変更する場合
【申請者】工事廃止届出書（別記様式第4）

雨水浸透阻害変更許可申請書
申請内容の変更（別記第3号様式）

雨水浸透阻害行為変更届出書
着手日･完了予定日の変更（別記第4号様式）

【申請者】
工事完了届書の提出（別記様式第3）

【申請者】
検査に必要な書類の提出
出来形図や写真等

【申請者】
標識の設置

【審査者】
工事完了

検査の実施

【審査者】
標識の交付

※ 対策工事により設置された雨水貯留浸透施設の
機能を損なうおそれのある行為（法第３９条）を行う
場合は許可が必要です。 （別記様式第６）

※ 違反した場合には、監督処分 （法第４１条）や
罰則（法第８４条等）を科すことがあります。

③工事～完了

許可申請不要雨水浸透阻害行為
許可申請

許可

工事の実施

工事の完了

工事完了検査

雨水浸透貯留施設の
標識設置

法第３１条
雨水浸透阻害行為の許可の申請の手続き

■ 雨水浸透阻害行為 許可申請書（別記様式第2）
（省令第１６条第１項）

■ 計画説明書（別記第2号様式）及び計画図（図面ー３～10）
（省令第１６条第２項～第４項）

■ 添付図書（省令第１８条）
１）行為区域位置図（縮尺1/50,000以上）
（図面ー１）（省令第１８条第２項）

２）行為区域図（縮尺1/2,500以上）
（図面ー２）（省令第１８条第３項）

３）対策工事の計画が政令第９条第１項に規定
する技術的基準に適合することを証する書類※１

４）管理に関する実施計画書（様式ー９）

【審査者】
許可又は不許可の通知
（約1.5か月を想定）

YES NO

YES

NO

【申請者】
以下書類の提出

※１ 県HPに掲載する“調整池容量計算
システム”（Excelファイル）を利用できる。
→ 素案に詳述（様式ー４～７）

① 行為前後の流出係数算定結果
：素案例示参照（様式ー４）
（土地利用区分ごとの流出係数※２と

その面積で加重平均し算出）
※２ 流出係数は、P10～13参照）

② 行為前後の各時間（10分）ごとの
基準降雨※３の流出量算定結果
：素案例示参照（様式－５）

（省令第２０条第２項により算出）
※３ 基準降雨はHPにより公示

：素案参照
③ 対策工事としての雨水貯留浸透施設の

規模※４（浸透施設も可）
※４ 貯水面積、水深、オリフィスサイズ、

貯水量など
：素案例示参照（様式－６）

④ 雨水貯留浸透施設によって行為前の雨水流出量
最大値まで抑制可能なことを証明する計算結果
：素案例示参照（様式－７）
（計算方法）

解説・特定都市河川浸水被害対策法
施行に関するガイドライン第６章第２節

（対策量の概算）
素案例示参照

素案 雨水浸透阻害行為の許可申請 提出書類一覧表を参照

②申請許可

③工事～完了


